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 最初に授業をしたクラスでは、ごく簡単な記録用紙

を配布した。意外だったのは、「気づいたこと」とい

う欄に火山地形を図示する子どもが多かったことだ。

特に「横から見た火山地形」を想像して、簡単な図を

描く子どもが多かった。 

 

 この子どもの記録には、10座の火山すべての欄に、

火山地形を横から見た略図が描かれ、それに簡単な説

明がついていた。 

 

 鹿児島県の開聞岳（薩摩富士）の説明には、「開聞

岳だけとても高い」と書かれている。ほかの窪み（池

田湖など）も火口なのだが、そこには気づいていない。 

 

 そこで次にクラスでは、記録用紙を改良した。左右

二段組みだったのを一段組みに変更、火山の名称に加

えて、場所（都道府県）も記入できるようにした。ま

た「気づいたこと」は「特徴・気づいたこと」に変え、

一番右に「図や絵」の欄を設けた。「図」と「絵」の

区別は不明瞭だが、不思議なことに「絵は苦手」でも

「図ならかける」という子どもは多い。要は「文では

表現できないことを図示する」という欄である。 

 

 この記録用紙は子どもたちにも好評だった。「図を

書く」という作業が加わることで、火山の地形をより

詳しく観察し、実際の火山の形状を想像しようとする

営みがよく見られるようになった。この子どもの場合、

「火山のつくった地形には、必ず火口に相当する地形

がある」ということに着目したようだ。 


